
日
本
共
産
党
埼
玉
県
議
団

主
催
の
災
害
対
策
研
修
会
が

５
日
、
さ
い
た
ま
市
で
開
催

さ
れ
、
飯
能
市
か
ら
新
井
た

く
み
市
議
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
研
修
会
で
は
、
塩
川

て
つ
や
衆
議
院
議
員
が
東
日

本
大
震
災
の
液
状
化
被
害
な

ど
を
報
告
、
上
総
市
議
団
長

の
堀
越
道
男
さ
ん
が
鬼
怒
川

氾
濫
で
大
被
害
を
受
け
た
豪

雨
災
害
に
つ
い
て
報
告
し
ま

し
た
。

ま
た
、
大
雪
被
害
、
台
風

被
害
、
竜
巻
被
害
な
ど
、
県

内
で
起
き
た
大
き
な
災
害
に

つ
い
て
、
村
岡
県
議
、
城
下

所
沢
市
議
、
山
田
越
谷
市
議
、

出
浦
小
鹿
野
町
議
が
報
告
し

ま
し
た
。

被
災
者
支
援
法
を
ど
う

い
か
す
か

塩
川
議
員
は
、
安
倍
内
閣

の
も
と
で
、
自
然
災
害
の
備

え
を
国
民
任
せ
に
す
る
「
自

立
自
助
」
論
（
＝
保
険
に
加

入
し
ろ
）
、
小
規
模
災
害

（
＝
10
戸
未
満
）
は
自
治
体

任
せ
と
い
う
「
国
と
地
方
の

役
割
分
担
」
論
が
強
ま
る
な

か
で
、
こ
れ
を
打
ち
破
っ
て
、

全
て
の
被
災
者
の
救
助
と
生

活
再
建
に
国
が
責
任
を
負
う

こ
と
を
求
め
、
支
援
制
度
の

抜
本
的
な
改
革
で
、
３
０
０

万
円
ま
で
の
住
宅
支
援
な
ど

に
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
を

紹
介
し
ま
し
た
。

災
害
認
定
で
も
、
液
状
化

被
害
な
ど
「
住
宅
に
住
み
続

け
ら
れ
る
か
ど
う
か
」
を
基

準
に
、
適
用
を
拡
大
さ
せ
て

き
た
こ
と
。
首
都
圏
の
大
雪

被
害
に
つ
い
て
も
、
翌
日
に

は
現
地
に
入
り
、
農
業
ハ
ウ

ス
の
再
建
補
助
で
、
従
来
の

３
割
補
助
を
被
災
農
家
１
割

負
担
に
し
、
ハ
ウ
ス
撤
去
費

用
も
全
額
助
成
対
象
に
さ
せ

た
こ
と
、
自
治
体
の
除
雪
経

費
の
補
助
を
実
現
し
た
こ
と

を
報
告
し
ま
し
た
。

支
援
対
象
を
大
幅
拡
大

茨
城
県
上
総
市
の
堀
越
市

議
は
、
昨
年
の
豪
雨
で
、
市

域
の
３
分
の
１
が
被
害
を
受

け
、
死
者
２
人
、
負
傷
者
44

人
、
全
壊
53
棟
、
大
規
模
半

壊
１
５
８
１
棟
、
半
壊
３
４

９
２
棟
、
床
上
浸
水
１
５
０

棟
、
床
下
浸
水
３
０
６
５
棟

な
ど
大
被
害
と
な
っ
た
な
か

で
、
一
次
審
査
で
は
、
対
象

に
な
ら
な
か
っ
た
住
宅
被
害

を
全
壊
３
棟
、
大
規
模
倒
壊

６
６
７
棟
、
半
壊
を
７
１
９

棟
そ
れ
ぞ
れ
対
象
に
加
え
る

こ
と
が
で
き
た
こ
と
。
農
機

具
等
へ
の
助
成
を
６
割
、
米

の
浸
水
に
10
ａ
あ
た
り
７
万

円
補
助
す
る
こ
と
が
で
き
た

こ
と
な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。

塩
川
衆
院
議
員
は
、
①
時
々

刻
々
変
化
す
る
被
災
者
の
要

求
を
リ
ア
ル
に
つ
か
み
、
支

援
制
度
を
最
大
限
活
用
す
る

と
と
も
に
、
制
度
が
な
け
れ

ば
新
た
に
つ
く
る
②
被
災
者

自
身
が
要
求
運
動
の
主
役
と

な
る
よ
う
支
援
す
る
③
自
治

体
が
被
災
者
に
寄
り
添
い

「
住
民
福
祉
の
増
進
」
を
図

る
団
体
に
な
る
よ
う
働
き
か

け
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と

強
調
し
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
原
市
場
支
部

（
吉
本
茂
男
支
部
長
）
は
８

日
、
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど

に
寄
せ
ら
れ
た
地
域
要
求
を

31
項
目
の
要
求
書
に
ま
と
め
、

新
井
た
く
み
市
議
と
と
も
に

飯
能
市
長
に
提
出
し
ま
し
た
。

同
時
に
、
建
設
部
所
管
の

要
求
は
天
野
建
設
部
長
に
、

市
民
生
活
部
所
管
の
要
求
は

益
子
市
民
生
活
部
長
に
そ
れ

ぞ
れ
提
出
し
、
吉
本
支
部
長

が
要
求
項
目
の
詳
細
を
説
明

し
ま
し
た
。

建
設
部
関
係
で
は
、
市
道

の
改
修
や
排
水
対
策
を
、
市

民
生
活
関
係
で
は
、
カ
ー
ブ

ミ
ラ
ー
や
バ
ス
停
の
改
善
を

求
め
、
特
に
、
「
妻
沢
や
中

藤
の
市
道
が
暗
く
、
自
治
会

管
理
の
防
犯
灯
が
多
い
こ
と

か
ら
市
管
理
の
道
路
照
明
灯

に
換
え
て
ほ
し
い
」
と
求
め

ま
し
た
。

ま
た
、
拠
点
バ
ス
停
に
自

転
車
の
駐
輪
ス
ペ
ー
ス
を
設

け
る
こ
と
や
新
寺
の
バ
ス
停

付
近
に
設
け
て
あ
る
自
転
車

駐
輪
場
に
つ
い
て
、
「
バ
ス

の
本
数
が
減
便
さ
れ
、
中
藤

方
面
か
ら
の
利
用
者
が
増
え

て
い
る
が
、
舗
装
を
し
て
駐

め
や
す
く
し
て
も
ら
い
た
い
」

と
求
め
ま
し
た
。
各
部
長
は
、

「
現
地
を
調
査
し
、
対
応
し

て
い
く
」
と
答
え
ま
し
た
。
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朝
４
時
近
く
に
起

き
て
、
お
米
を
研

ぎ
炊
飯
器
に
セ
ッ

ト
し
て
、
そ
れ
か

ら
散
歩
に
出
る
の

が
最
近
の
日
課
で

す
。
外
は
ま
だ
暗
い
。
帽

子
を
深
く
か
ぶ
ら
な
い
と

飛
ば
さ
れ
て
し
ま
い
そ
う

な
す
ご
い
風
が
吹
い
て
い

ま
す
。
木
枯
一
号
で
し
た
。

た
し
か
「
ね
ん
て
ん
の
今

日
の
一
句
」
に
〈
木
枯
一

号
鉄
棒
を
置
い
て
ゆ
く
〉

（
谷
さ
や
ん
）
が
あ
り
ま

し
た
▼
朝
の
散
歩
を
始
め

て
2
年
に
な
り
ま
す
。
速

足
で
3
分
歩
い
て
、
3
分

は
脱
力
し
て
ゆ
っ
く
り
歩

く
「
3
分
間
速
歩
」
と
い

う
や
つ
で
、
風
に
吹
き
飛

ば
さ
れ
そ
う
に
な
り
な
が

ら
も
、
空
が
白
ん
で
く
る

頃
に
は
、
身
体
が
熱
く
汗

ば
ん
で
き
て
、
「
い
ま
は

歩
け
る
幸
せ
」
を
感
じ
る

ひ
と
時
で
す
▼
そ
う
い
え

ば
、
ね
ん
て
ん
さ
ん
が

〈
年
寄
り
に
よ
る
整
理
は

時
に
は
自
分
自
身
ま
で
見

失
い
か
ね
な
い
危
険
な
作

業
で
あ
る
〉
と
い
う
作
家

の
黒
井
千
次
さ
ん
の
言
葉

を
紹
介
し
て
い
ま
し
た
。

う
な
づ
く
こ
と
し
き
り
で

す
。
か
た
づ
け
大
好
き
で
、

な
ん
で
も
捨
て
て
し
ま
う

連
れ
あ
い
に
も
、
さ
っ
そ

く
教
え
て
あ
げ
な
く
て
は
。

被
災
者
の
公
的
支
援
を
求
め
る
活
動

県
議
団
が
災
害
対
策
研
修
会
を
開
催

駐
輪
場
の
整
備
な
ど
31
項
目

原
市
場
支
部
が
要
望
書
を
提
出

飯
能
市
議
選
が
多
数
激
戦
に

来
春
の
飯
能
市
議
選
（
定
数
19
・
欠
員
１
）
を
め
ぐ
り
、

新
人
の
出
馬
表
明
が
相
次
い
で
い
ま
す
。
岩
沢
か
ら
出
馬

予
定
の
２
氏
は
、
前
副
市
長
を
前
市
長
が
支
援
。
女
性
候

補
を
現
市
長
が
支
援
す
る
と
言
わ
れ
、
ま
る
で
代
理
戦
争

状
態
。
ま
た
、
野
口
市
議
と
連
携
し
政
策
を
学
び
合
う
２

名
も
出
馬
予
定
で
、
６
名
が
名
乗
り
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

民
進
党
も
、
新
聞
折
り
込
み
で
候
補
者
を
公
募
し
て
い
ま

す
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
現
職
で
勇
退
の
意
向
は
示
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
か
ら
、
５
～
６
名
は
み
出
し
の
多
数
激
戦
の

様
相
で
す
。
日
本
共
産
党
は
、
４
名
の
現
職
が
再
選
を
め

ざ
し
ま
す
。

利用者の多い新寺駐輪場

要望書を提出する吉本支部長
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11
月
４
日
、
飯
能
市
都

市
計
画
審
議
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
市
内

の
市
街
化
区
域
内
で
「
生
産

緑
地
地
区
」
に
指
定
さ
れ
て

い
る
農
地
が
、
主
た
る
農
業

従
事
者
が
営
農
で
き
な
く
な
っ

た
と
い
う
理
由
で
、
地
区
面

積
を
変
更
す
る
内
容
の
諮
問

が
あ
り
ま
し
た
。

「
生
産
緑
地
地
区
」
と
は
、

市
街
化
区
域
内
に
あ
る
農
地

等
で
、
良
好
な
生
活
環
境
の

保
全
や
都
市
災
害
の
防
止
等

を
目
的
と
し
て
、
面
積
５
０

０
㎡
以
上
の
規
模
で
指
定
す

る
地
区
を
い
い
ま
す
。
指
定

の
条
件
は
、
指
定
後
30
年
営

農
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
て
、

営
農
者
か
ら
生
産
緑
地
指
定

の
希
望
の
申
し
出
を
受
け
、

審
査
後
決
定
さ
れ
ま
す
。

飯
能
市
で
は
、
平
成
４
年

12
月
、
２
４
３
地
区
５
１
・

７
３
㌶
で
開
始
し
、
平
成
19

年
８
月
、
双
柳
北
部
区
画
整

理
地
区
か
ら
７
地
区
４
・
０

６
㌶
が
追
加
さ
れ
、
２
５
０

地
区
５
５
・
７
９
㌶
と
な
り

ま
し
た
。
そ
の
後
、
後
継
者

が
い
な
い
と
営
農
が
続
け
ら

れ
な
く
な
り
、
変
更
の
申
請

が
後
を
た
ち
ま
せ
ん
。
今
回
、

審
議
会
に
出
さ
れ
た
変
更
を

含
め
る
と
、
こ
の
間
、
５
２

地
区
17
・
97
㌶
の
生
産
緑

地
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
現
在
は
、
１
９

８
地
区
３
７
・
８
２
㌶
と
な
っ

て
い
ま
す
。

新
日
本
婦
人
の
会
飯
能
支

部
で
は
、
９
月
か
ら
第
一
月

曜
日
の
10
時
～
12
時

富

士
見
公
民
館
で
「
け
ん
ぽ
う

カ
フ
ェ
」
を
開
い
て
い
ま
す
。

２
０
１
２
年
４
月
に
自
民

党
が
「
日
本
国
憲
法
改
正
草

案
」
を
発
表
し
て
い
ま
す
。

衆
・
参
両
院
で
改
憲
勢
力
３

分
の
２
の
議
席
を
得
た
安
倍

政
権
、
両
院
で
３
分
の
２
の

賛
成
を
得
た
ら
、
つ
ぎ
は
国

民
投
票
で
す
。
投
票
者
の
半

数
の
賛
成
を
得
れ
ば
憲
法
は

変
わ
り
ま
す
。
も
し
そ
う
な
っ

た
時
、
憲
法
九
条
が
あ
る
か

ら
70
年
間
平
和
が
保
た
れ
た

け
ど
、
百
条
に
も
な
る
「
現

行
憲
法
」
に
、
私
た
ち
の
日
々

の
暮
ら
し
は
ど
う
守
ら
れ
て

き
た
の
か
、
「
改
正
草
案
」

で
は
ど
う
変
え
よ
う
と
し
て

い
る
の
か
、
知
り
た
い
と
学

習
会
を
始
め
ま
し
た
。
「
現

行
憲
法
」
と
「
改
正
草
案
」

と
の
対
象
表
を
テ
キ
ス
ト
に

読
み
合
せ
、
解
説
書
を
参
考

に
み
ん
な
で
話
し
合
い
な
が

ら
進
め
て
い
ま
す
。
途
中
か

ら
で
も
大
丈
夫
。
ぜ
ひ
ご
参

加
下
さ
い
。
次
回
は
12
月
５

日
（
月
）
10
時
～
12
時
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市
街
化
区
域
内
農
地

生
産
緑
地
が
約
１
８
㌶
減
少

飯
能
市
都
市
計
画
審
議
会
開
か
れ
る

み
ん
な
で
学
ぼ
う

「
け
ん
ぽ
う
カ
フ
ェ
」

『
憲
法
改
正
』
あ

な
た
な
ら
ど
う
す

る
？

今
の
時
機
に
ピ
ッ
タ
リ

の
本
を
紹
介
し
ま
す
。
自

民
党
は
、
国
会
に
設
置
さ

れ
て
い
る
「
憲
法
審
査
会
」

を
始
動
さ
せ
、
自
民
党
の

「
日
本
国
憲
法
改
正
草
案
」

を
ベ
ー
ス
に
審
議
し
た
い

と
し
て
い
ま
す
。
紹
介
す

る
本
は
、
国
民
投
票
に
な
っ

た
と
き
に
、
自
民
党
改
憲

案
と
今
の
憲
法
と
ど
ち
ら

が
い
い
の
か
を
自
分
自
身

で
し
っ
か
り
判
断
で
き
る

人
を
「
爆
発
的
」
に
広
げ

る
こ
と
が
ね
ら
い
で
す
。

た
と
え
ば
現
在
の
「
日

本
国
憲
法
の
３
原
則
」
は
、

【
国
民
主
権
】
・
【
戦
争

放
棄
】
・
【
基
本
的
人
権

の
尊
重
】
で
す
が
、
自
民

党
改
憲
案
で
は
、
【
国
民

主
権
の
縮
小
】
【
戦
争
放

棄
の
放
棄
】
【
基
本
的
人

権
の
制
限
】
に
変
わ
り
ま

す
。
憲
法
改
正
は
、
一
つ

一
つ
の
条
文
ご
と
に
国
会

で
議
論
し
国
民
投
票
に
か

け
ら
れ
ま
す
。
ど
こ
か
ら

手
を
つ
け
る
の
か
。
自
民

党
の
人
た
ち
は
内
閣
総
理

大
臣
に
絶
大
な
権
限
を
与

え
る
草
案
の
98
条
と
99
条

の
「
緊
急
事
態
条
項
」
を

真
っ
先
に
仕
上
げ
よ
う
と

考
え
て
い
る
よ
う
で
す
。

知
っ
て
、
悩
ん
で
、
答
え

を
出
そ
う
！
お
し
ゃ
べ
り

カ
フ
ェ
、
学
習
会
な
ど
に

最
適
で
す
。
「
あ
た
ら
し

い
憲
法
草
案
の
は
な
し
」

著
者：

自
民
党
の
憲
法
改

正
草
案
を
爆
発
的
に
ひ
ろ

め
る
有
志
連
合

出
版
社：

太
郎
次
郎
社
エ
デ
ィ
タ
ス

（
本
体
７
４
１
円
＋
税
）

憲法学習会

「学んでスッキリ戦争法」

南スーダンで自衛隊は何するの？

中国や北朝鮮と戦争になるの？

１１月１９日（土）
午後６時～８時

飯能市民活動センター(東飯能

駅ビル丸広７階)

講師：小林善亮 弁護士

■憲法改悪の内容や動きなどをお

話しします。

憲法改悪反対飯能日高共同セン

ター

飯能駅→１２：２５分発
入間市駅からは会場まで誘導
してくれます


